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L　赤字学部解消の時代
　私は1979年に明治大学に赴任しました。大学野球
に人気が集まっていた時代で，一般紙のスポーツ欄で
も大きく扱われていました。常に優勝争いにからんで
いた明治大学は全国的に注目されていました。当時の
農学部は3学科体制で入学定員も350人くらいで，赤
字にならないよう定員の1．5倍以内を限度に現在と大
差ない500人くらいを入学させていました。学生数と
しては決して小さくない規模でしたが，研究教育機関
としての明治大学農学部は全国に知られた有力学部と
しての地位を未だ得ていなかったように思います。明
治大学に赴任しましたと挨拶状を出しても，明治に農
学部があったんだ，造園（当時は学科のある大学で
は，緑地の分野は造園学科と称するのが一般的でした
から）もやってるの，というのが大方の反応でした。
　私が担った研究室は造園学第二研究室という名称で
したが，今の36号棟のような平屋の建物内で，乾燥
機などの研究備品が乱雑に置いてある中廊下の片側の
一室にある造園学第一研究室との相部屋でした。部屋
の中央の向かい合わせの机の前についたてを置いてス
タートしました。もちろん電話も共有です。明治の緑
地の分野を，他の大学に負けない，独創的で斬新な研
究を展開し，それを教育に反映し発展させたいという
気持ちを今でも持ち続けていられるのは，こうしたと
ころに原点があると思っています。
　学内でも赤字の農学部と言われ続けていましたの
で，学生定員増が悲願でした。定員増は3学科のま
までも不可能ではなかったのでしょうが，学科増（新）
設も視野にいれた学部の将来計画をまとめ，それを全
学に認めてもらうことが農学部の最重要課題でした。
　造園学第二研究室の時代は，農学科は農業土木・緑
地学，植物保護，植物生産，動物生産，食品製造の一
部の5つのコースで構成されていました。学部の充
実と改組への取り組み検討の中で，これらのコースは
3つの専修へと発展的に統合していきました。農学専
修，動物生産学専修，農業土木・緑地学専修です。こ
れは将来の学科をにらんだ構想でもありました。そし
て研究室名も，造園学第一・第二は，緑地意匠学，緑
地工学へ，そして新たに緑地保全学が加わり，緑地の
設計，施工，管理という3本足が整い，ようやく他
大学にもその存在を意識してもらえるような形になり
ました。赴任してから7年目の1986年頃のことでし
た。
　入学志願者の急増は，文部省をして臨時定員増とい
う応急策を全国の大学に要求せしめ，大学側もそれに
対処しました。その結果，教室では，椅子に座りきれ
ない学生が壁際に何人も立っていたり，通路にしゃが
みこんでいるという悲惨な状況が発生しました。研究
室には1学年20名というゼミ生が入室し，顔と名前
が一致してようやく互いに気心が通じ合うようになっ
た時には卒業してしまうという状態で，とてもまとも
な研究教育指導ができる雰囲気ではありませんでし
た。緑地工学の分野は緑地の施工部分を担当するとい
うことですが，緑をまもり，つくり，そだてるため
の，ハード，ソフトの技術を開発する，という方針を
掲げていましたから，研究内容も自然科学分野の実験
的手法だけでなく，社会科学的な分野の計画的な手法
も含みます。ゼミ生には，これらに関係する多様な
テーマに関心を持たせ，各人の研究内容が分散するよ
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う指導・誘導し，野外調査のみならず社会調査にまで
対象を広げ，学生の卒論の仕事が実験室のみに偏らな
いようにして，この事態を乗り切りました。振り返っ
てみますと，大変な時期ではありましたが，このこと
は緑地工学の研究内容に広がりを与えることにつなが
ったように思います。
　臨定後にはこの増分を恒常定員化することに努力が
注がれました。臨定が終わったわけですから学科を大
きくするという考え方は理解を得られません。学科を
増（新）設してこの増員分を吸収しようということで，
環境系の学科はどうかという案が出されましたが，内
容の構成について意見がまとまりませんでした。学部
で一致しないものが全学を通るはずがありません。臨
定の余韻が残っているうちに早くやらなければという
ことで，すでに各大学で競って創られていたバイオ関
係の学科をということで生命科学科が新設されること
になったのです。
　4学科体制で進むことになりますと，農学科の3専
修体制も再考する必要が生じました。専修ごとに入学
定員を示し，合格発表を専修別にしたことも短い期間
ではありましたが行われました。大学への志願の目的
や，入学後に勉強したい内容を明確に意識した学生が
入ってくるので，この時代の学生は質が高かったよう
に思います。勉学意欲もあり，卒論研究ではすぐれた
成果を出し，卒業後もすばらしい活躍を続けているよ
うです。大学の教育は，動機付け，解きほぐし，自信
付けの3段階を通して進めるものだと聞いたことが
ありますが，この3つがいずれもうまくいった例
が，この時代だったように思います。短い期間でした
が，この時代の農学科の教育砥究は充実していまし
た。赤字学部解消は，逆の見方をすれば，農学部の成
長の時代でもあったわけで，緑地学の分野もこの流れ
の影響を強く受け発展してきたと言えます。
2．成熟時代の選抜
　臨定を消化していた時代の農学部への入学志願者数
は，1万人に届こうかという状況でした。それが今や
5千人を割る寸前です。意欲があり，能力もある学生
はいつでもほぼ同じ割合で存在していると考えれば，
志願者が多いときのほうが優秀な学生が多く，志願者
が減れば優秀な学生の絶対数は少なくなるでしょう。
志願者の増減にかかわらず同じ約500人という学生を
受け入れるのであれば，勉学意欲のある質の高い学生
をどう確保するか，志願者の質をどう維持するかが重
要になります。
　偏差値で輪切りにする方法では，入学する学生につ
いて，ある範囲の学力は保証されても，意欲があるか
ないかの質は判別できません。それを補うため，各大
学はAO，指定校推薦，自己推薦，特別公募など，学
科目試験によらない入試形態を導入しました。それは
導入当初はかなり有効でした。しかしこれが全国の大
学に拡がってしまいますと，志願者は，面接やレポー
ト対策の受験参考書を読み，予備校のAO入試対策
講座を受けて力をつけてくるようになります。大学人
にとって，受験生のそうした力が本物か，一時的なも
のかの判定は苦手です。生徒のことをよく知っている
高校の先生は，なぜあの生徒が合格し，なぜあの生徒
が不合格だったのかを分析し，大学の先生にははたし
て生徒（受験生）を見る能力があるのか疑問を感じて
いるようです。付属校の先生から実際にそうした話を
うかがったことがあります。面接で意欲のある学生を
選抜できるというのは，もはや幻想なのでしょうか。
　文献調査，特別研究の履修者（ゼミ生）の選考をど
うするかも，同じように難しい問題だと感じてきまし
た。緑地工学研究室では，先輩学生が面談し，意見を
出してもらいそれを選考の参考にしています。以前に
は，私が希望者全員に会って話を聞き，そして決める
という方法でやったこともあるのですが，顔を覚えて
しまいますと，入室できなかった学生に教室や学内で
すれ違ったときに，なんとなく視線をそらしてしまう
状況がいやで，面接することをやめました。基本的に
は成績で決めるということです。
　大学への入学と同じで，成績だけで決めますと，分
野にふさわしい意識をもった学生が選ばれないことが
あるという問題があります。成績だけで入ったという
気持ちがあると，受動的な姿勢がつよく，分野になじ
もうという積極性が育たない学生がどうしてもでてき
ます。面談に加わる学生には，希望者の能力や人柄と
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いった一般的なことだけでなく，総合的に見てもらう
よう伝えます。また志望動機や，やりたいことなどを
書いてもらう簡単なアンケートも併用しています。こ
れは字の書き方を見る上でも参考になります。緑地の
分野は，植物や景観などを言葉と図で表現することが
大事ですから，キーボードで文を作成したり画像を処
理することがうまいだけでなく，自筆による描写が説
得力をもつこともあります。うまい下手ではなく，読
みやすい文字を書けるか，わかりやすい図を描けるか
を見ようということです。
　農学科では，当該学年の文献調査・特別研究への履
修希望者を教員数で除した値を，当該年の入室定員と
しています。8，9人か，多いときで10，11人くらいに
なります。緑地工学研究室への志望者は毎年この数を
上回っていますので，学生の能力や分野への適合性と
選抜方法との関係が課題です。
3．どのような仕上がりを目指すか
　大学への進学率が上昇し，大学は良くも悪くも大衆
化しました。生田に来る学生の様子がそれを示してい
ます。くわえて産業社会の高度化が進み仕事に関する
高い知識や技術が求められるようになり，大学を出て
すぐに社会の現場能力を発揮し成果をだすことが難し
くなったことも，大学教育の改革を求めています。大
学の役割が，基礎教養を身につけた専門家を養成する
という目標から，専門性をもった教養人を養成すると
いうように，仕上がりの目標が変わってきたというこ
とです。
　大学教育の時間は限られていますから，動機付け，
解きほぐし，自信付けの3段階をうまく配分して学
生を育んでいかないと，世間の期待する仕上がり状態
になりません。緑地工学の分野でいいますと，緑化技
術の専門家として活躍してほしいという要求から，緑
の視点から組織の環境マネジメソトが出来る人がほし
いという要求にまで応える教育が求められているとい
うことです。緑地工学の専門家から，環境改善にはこ
うするとよいという技術の裏打ちのある主張が出来る
人を世の中に送り出したいと思っています。
　主張し提案し，それを実践する。単なる印象です
が，これが出来る人は明治大学には多いように思いま
す。学生の手で，あるいは学生の手を借りて実現でき
たものがいくつかあります。4号館には，中庭があり
ます。建築設計の過程で生まれた空間です。この中庭
の設計と施工のお手伝いを緑地工学の学生が行いまし
た。中庭に雑木林の景観をというのがテーマでした。
もう少しきれいに管理をしないとこのテーマが活きて
こないので，研究室の学生に日ごろから作業を心がけ
るよう伝えています。植村直己さんの記念碑がある農
学部50周年記念庭園の設計もその一つです。最期の
地となったマッキソレー山をイメージした三角錐のモ
ニュメソトの背景になるよう，針葉樹を主体とする芝
生のコニファー庭園としました。テーマは未来からの
メッセージというものです。すこし上から眺めると，
このテーマが伝わるように植栽しました。
　明治大学発祥の地は，ご存知のように現在の日比谷
から有楽町界隈であったようです。江戸の地図では見
当がついても，その後の東京市区改正条例による都市
計画の実施で道路の形態が変わってしまったので，正
確な位置はわかりません。数寄屋橋のニュー東宝の辺
りということですが，適当な場所は無いかということ
で数寄屋橋公園の一画を千代田区から占用の許可を得
て，記念碑を建てることになりました。この設計を依
頼されました。ちょうどリバティタワーが建てられる
頃のことで，この建物をイメージして，コンピュータ
グラフィックを使って設計案をいくつか示し，その中
から採用されたのが，今の記念碑です。当時の理事長
が選んだ赤みを帯びた美しい御影石です。施工は，私
が明治に赴任した年に卒業した学生が勤めてた会社が
落札し当該本人が担当することになりました。これも
何かの縁を感じています。前をお通りの節には，ほこ
りをそっと拭き払っていただければ幸いです。
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